
＃
２
３
２
５ 

奥
多
摩
三
山
の
一
角 

御
前
山
〜
鋸
山 

 

実

施

日 
二
〇
〇
七
年
十
月
二
八
日
（
日
） 

天

 

候 

晴
れ 

リ

ー

ダ

ー 

馬
場 
清
士 

参

加

者 

若
村
貴
世
子
、
斎
恵
美
子
、
友
近
洋
子
、
服
部
美
千
代
、
佐

藤
金
治
、
一
柳
昭
、
大
村
巌
、
山
崎
富
美
恵
、
鈴
木
恵
美
子 

計
一
〇
名 

コ
ー
ス
タ
イ
ム 

青
梅
線
立
川
駅(
六
時
五
五
分
〜
七
時
五
分)

奥
多
摩
駅(

八

時
二
八
分
〜
八
時
三
五
分
バ
ス)

境
橋(

八
時
四
五
分)

栃
寄

森
の
家(

九
時
三
〇
分
〜
九
時
四
〇
分)

登
山
道
分
岐(

十
時

一
〇
分)

休
憩(

十
一
時
〜
十
一
時
一
〇
分)

避
難
小
屋(

十
一

時
四
五
分)

御
前
山(

十
一
時
五
九
分
〜
十
二
時
四
五
分
昼

食)

十
字
路(

十
二
時
五
五
分)

ク
ロ
ノ
山(
十
三
時
二
五
分)

鞘
口
山(

十
三
時
五
〇
分)

大
ダ
ワ(

十
四
時
二
五
分
〜
十
四

時
三
〇
分)

鋸
尾
根(

十
四
時
四
五
分)

登
計
峠(

十
六
時
三
〇

分)

愛
宕
山(

十
六
時
四
〇
分)

奥
多
摩
駅(

十
七
時
５
分) 

 
 

数
日
前
に
台
風
が
発
生
し
、
気
を
揉
ん
だ
が
、
前
日
に

房
総
半
島
を
か
す
め
て
通
過
し
、
山
行
当
日
は
快
晴
と
な

っ
た
。
奥
多
摩
駅
に
下
り
立
つ
と
、
何
時
も
の
光
景
だ
が
、

中
高
年
の
ハ
イ
カ
ー(

我
々
も
含
め
て)

で
い
っ
ぱ
い
、
臨
時

バ
ス
も
出
る
有
様
で
あ
っ
た
。 

境
橋
で
バ
ス
を
降
り
、
昨
日
の
台
風
で
落
ち
た
木
の
葉
を

踏
み
な
が
ら
、
舗
装
さ
れ
た
林
道
を
暫
く
行
く
と
、
栃
寄

集
落
で
あ
り
、
東
京
都
の
栃
寄
森
の
家
が
あ
り
、
立
派
な

建
物
で
、
宿
泊
設
備
も
あ
り
、
森
林

体
験
が
出
来
る
そ
う
だ
。
な
お
も
林

道
を
行
き
、
予
定
の
コ
ー
ス
に
入
る

と
こ
ろ
で
登
山
道
が
通
行
禁
止
と

な
っ
て
い
る
。
案
内
板
に
従
っ
て
、

ガ
レ
た
沢
筋
を
横
切
り
登
山
道
に

入
る
。
急
登
の
連
続
で
高
度
を
稼
ぎ
、

活
動
の
広
場
で
休
憩
を
取
る
。
こ
の

あ
た
り
は
森
林
体
験
の
森
で
、
縦
横

に
体
験
道
が
走
っ
て
や
や
こ
し
い
か
ぎ
り
だ
。
高
度
を
上
げ
た
せ
い
か
、
ち

ら
ほ
ら
紅
葉
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
背
後
に
石
尾
根
の
稜
線
が

覗
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
御
前
山
直
下
の
避
難
小
屋
に
出
た
、
一
登
り
で
山

頂
だ
。
午
前
十
一
時
五
九
分
に
御
前
山
に
着
い
た
。 

南
に
展
望
が
開
け
た
所
で
富
士
山
を
眺
め
て
、
山
頂
で
昼
食
を
摂
っ
た
。
山

頂
は
カ
ラ
マ
ツ
に
囲
ま
れ
、
鷹
ノ
巣
山
や
六
ツ
石
山
の

石
尾
根
が
望
め
る
。
周
囲
は
、
カ
ラ
マ
ツ
を
は
じ
め
紅

葉
が
美
し
い
。
山
頂
か
ら
急
坂
を
下
り
、
登
り
返
し
て

ク
ロ
ノ
尾
山
を
越
え
鞘
口
山
に
出
る
。
奥
多
摩
町
を
つ

な
ぐ
車
道
に
出
る
と
大
ダ
ワ
で
、
鋸
山
の
急
登
と
な
る
。

文
字
通
り
大
小
の
岩
の
ア
ッ
プ
ダ

ウ
ン
と
、
岩
交
じ
り
の
痩
せ
尾
根

を
、
鉄
ハ
シ
ゴ
で
下
っ
た
り
し
な

が
ら
ひ
た
す
ら
降
り
る
と
、
登
計

峠
の
車
道
に
出
る
。
目
の
前
の
愛

宕
山
に
登
り
、
愛
宕
神
社
の
急
な
石
段
を
一
八
〇
数
段
下

り
終
え
る
と
青
梅
街
道
に
で
る
。
昭
和
橋
を
渡
り
奥
多
摩

駅
に
十
七
時
五
分
に
到
着
、
駅
前
の
飲
食
店
で
の
反
省
会

も
盛
会
で
し
た
。
日
暮
れ
の
早
い
時
期
に
歩
行
時
間
も
長

く
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

（
記･

馬
場 

清
士
） 


